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１．はじめに
水戸二高地学部に

は、先輩方が製作し

た望遠鏡がたくさん

ある。中でも驚いた

のは、青銅鏡を用い

た金属望遠鏡だ。こ

の青銅鏡は、銅：ス

ズ＝7:3で混合した

青銅を使った口径10
ｃｍの鏡を機械では

なく先輩方自身の手

で研磨されている。

しかし，金属鏡のた

めガラス鏡より遙か

に重い。そこで、私

達は青銅鏡より軽い

アルミニウムを使った金属鏡を研磨しよ

うと考えた。アルミニウムは非常に軟ら

かいため、ガラス鏡の研磨方法では絶対

に研磨できないといわれている。

２．仮説
青銅鏡同様，岩石研磨機やR=2000mm凸鉄

皿を利用し，一般で行われているガラス鏡

の研磨方法を応用することで，アルミニウ

ム鏡を研磨できる。

３．方法
①粗研磨

ⅰ）鉄皿での研磨

表面を削るため

に木のハンドルを

作製し、面取りした

アルミニウムにテ

ープで取り付ける。

球面にするため、凸鉄皿(R=2000mm)と岩

石研磨機の上に固定した。研磨剤はカーボ

ランダム(#120,150,240,320,600)を使用する。

徐々に細かい砂へと段階を踏みながら研磨

する。その際，研磨機の周りの粗い砂は丁

寧に清掃し取り除く。 

ⅱ）ガラスでの研磨

●円ガラス盤の作製

まず、7mmの岩石研

磨用ガラスを直径

120mmになるように

岩石切断機で多角形

に切り、ダイヤモンド

入りやすりで円状に削った。次に、凹鉄

皿(R=2000mm)で成型した。そして研磨剤と

水が均一に広がり、排出口の役割をする

溝を八等分に岩石切断機で入れた。

#1000(カーボランダム砂)、#2000(酸化セ

リウム)はお手製の研磨台の上に溝の入

ったガラスを固定し,周りを少しずつ回

りながら研磨する。#1000は［水：研磨剤

＝１：１］にし、#2000は［水：研磨剤＝

５：８］の割合にする。この時、一人一

人の磨き方を一定になるように注意する

。

②精密研磨

●ピッチ盤の作製

ⅰ）ピッチを軟らかくして凹鉄皿

(R=2000mm)に押し付け、曲率をつける

。

ⅱ）押し付けたとき

はみ出した、周り

の余分なピッチ

をカッターで切

り取る。

ⅲ)もう一度熱し、濡れた網を鉄皿に広げ



、網押しをする。

●ピッチ盤の温度

初めは常温で使用していたが、温度に

よるピッチの変形を防ぐため約で保存し

たが、ピッチが硬くなり鏡に傷が付いて

しまったので約３０℃で暖めてから使用

することにする。

使用する液は、工業

用セロックス：水の混

合液（２：３）、CSシ

リコン液を筆を使っ

て、ピッチ盤にまんべ

んなく塗る。盤と鏡面

を慎重に合わせ、１秒

に２スクロール程度の早さで研磨する。

とても細かい粉を使っているので、超音

波洗浄機でこまめに洗い、頻繁に表面を

観察する。アルミニウム鏡の中心部分か

ら外側にかけて、光り出していくのだが

、とても時間がかかる。

今までの作業でもっとも時間と根気が

必要となる。自分の顔がぼんやり写った

だけで感動した。

４．反射率の測定
研磨後に反射率の測定

を行った。

光線に対し、１５°で入

射及び反射した光を測定

することにした。片方に光

源を、もう片方に照度計の

受光部を置き周囲から光

が入らないように測定を

行った。ただ、この方法で

は絶対的な反射率が測定できないので、同

じ曲面のアルミニウムメッキが施されたガ

ラス鏡を用意し、このガラス鏡の反射率の

絶対値を文献に書いてある通り９０％とし

て、アルミニウム鏡の反射率を絶対値化し

た。

５．結果
精密研磨の際に

鏡に薄膜が付着し

てしまい、取り除く

ことがなかなかで

きなかったが、ピッチを暖めて使用する

ことで除去することに成功した。ただ、

この薄膜がどうして付着してしまったか

、どういった物質なのかなど詳しいこと

は分かっていない。

また、精密研磨の始めの頃は中央部だ

けしか磨くことができなかったが、ピッ

チ盤が鏡と正確に合っていないためだと

考え、トリクロロエチレンを使ってほん

の少しだけピッチ

盤を削ることによ

りこれらが正確に

合い、鏡全体を磨く

ことができた。

アルミニウム鏡の反射率は８７％だっ

た。 
手作りの望

遠鏡にアルミ

ニウム鏡をは

め込み実際に

天体観測を行

ったところ、月

のクレーターと

木星の衛星を観

測することがで

きた。これらを

見た時は本当に

感動した。

６．考察
細かい砂を使用すると研磨盤と鏡の間

が狭くなり、密着し研磨しやすくなること

が分かった。

また、精密研磨の際に鏡に付着した薄膜

について詳しいことを明らかにしたい。

さらに、今後は全てアルミニウムででき

た望遠鏡も製作していきたい。
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